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後片付け２０日

準備期間

入札公告 契約日 工期の始期日 工事着手日 工期の終期日
H28.9.1 H28.10.1 H28.10.2 H28.10.31 H29.5.29

準備期間

入札公告 契約日 　　　工期の始期日 工事着手日 工期の終期日
H28.7.4 H28.8.4 H28.10.2 H28.10.31 H29.5.29

●工期の始期日は発注者が指定

●工期の終期日は変わらない

工期の始期日期限日

H28.10.2

準備期間

入札公告 契約予定日 工期の終期日

H28.7.4 H28.8.4

準備 期間

（共通仕様書で定める、
現場着手までの猶予期
間）

工事着手日 工期の終期日

入札公告 契約日 H28.10.2 H29.4.30

H28.7.4 H28.8.4

３０日以内

※いずれのパターンも、準備期間以降（黄色部の準備期間中の猶予期間を除く）の青色部分について、技術者の専任配置を要する。

純工期１８０日（1億円未満：算定式、１億円以上：積み上げ）準備期間４０日

契約時

実工期（準備期間＋純工期＋後片付け）=240日は確保する

現場作業期間 後片付け余裕期間

工期の始期日

H28.9.3

任
意
着
手
方
式

発注時

実工期（準備期間＋純工期＋後片付け）=240日として発注

現場作業期間

受注者が工期の始期日
期限日までの間で選択で
きる。今回は受注者が
H28.9.3を選択。

後片付け余裕期間
（共通仕様書で定める、現
場着手までの猶予期間）

契約締結日の翌日から工期の始期日期限日
H28.10.2までの間で、受注者が指定する日を工
期の始期日とすることを条件として発注。

６０日間 ３０日以内

現
行

実工期（準備期間＋純工期＋後片付け）=240日

（共通仕様書で定める、現
場着手までの猶予期間）

３０日以内

発
注
者
指
定
方
式

実工期（準備期間＋純工期＋後片付け）=240日

現場作業期間

現場作業期間

６０日間 ３０日以内

後片付け

後片付け余裕期間
（共通仕様書で定める、現
場着手までの猶予期間）


